
 

は
じ
め
に 

佐
倉
市
直
弥
の
宝
金
剛
寺
は
、
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
将
軍

源
頼
家
が
、
北
条
時
政
に
命
じ
て
創
建
さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ
、
後

に
、
岩
富
城
主
に
封
じ
ら
れ
た
北
条
氏
勝
（
一
五
五
九
～
一
六
一

一
）
が
大
檀
那
と
し
て
支
え
た
真
言
宗
豊
山
派
の
古
刹
で
あ
る
。 

境
内
に
は
、
歴
代
住
職
の
墓
塔
や
、
氏
勝
四
百
年
遠
忌
に
建
て
ら

れ
た
現
代
の
五
輪
塔
の
ほ
か
、
「
直
弥
念
仏
」
の
隆
盛
を
語
る
大

き
な
念
仏
塔
や
、
女
性
た
ち
の
秩
父
巡
拝
塔
な
ど
興
味
深
い
石
塔

が
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
石
造
物
に
つ
い
て
、
宝
金
剛
寺
住
職
の
京
極
勇
剛
師

か
ら
調
査
の
提
案
が
あ
り
、
房
総
石
造
文
化
財
研
究
会
と
八
千
代

市
郷
土
歴
史
研
究
会
の
会
員
に
呼
び
か
け
て
、
江
戸
時
代
か
ら
現

代
ま
で
の
石
造
物
二
十
組
三
十
一
基
の
悉
皆
調
査
を
行
っ
た
。 

期
間
は
二
〇
一
七
年
十
二
月
よ
り
二
〇
一
九
年
五
月
ま
で
、
調

査
参
加
者
は
、
筆
者
と
京
極
師
の
ほ
か
、
当
会
の
早
川
正
司
会
長
・

田
中
征
志
会
員
・
川
名
芳
一
会
員
、
八
千
代
市
郷
土
歴
史
研
究
会

の
村
田
一
男
顧
問
・
畠
山
隆
会
員
・
菅
野
貞
男
会
員
で
あ
る
。 

特
に
№
１
の
念
仏
塔
の
採
拓
と
翻
刻
、
解
説
は
早
川
会
長
の
ご

尽
力
に
拠
る
。
（
注
1 

以
下
同
様
） 

調
査
記
録
は
、
調
査
カ
ー
ド
（
宝
金
剛
寺
に
進
呈
予
定
）
に
清

書
し
た
ほ
か
、
一
覧
表
に
銘
文
等
を
ま
と
め
て
、
文
末
に
添
付
し

た
。 な

お
、
境
内
墓
地
の
石
塔
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
八
年
の
石

田
肇
氏
の
調
査
（
2
）
と
、
平
成
十
五
年
の
松
田
富
美
子
氏
の
調

査
（
3
）
が
あ
り
、
特
に
正
保
～
明
暦
期
の
砂
岩
製
五
輪
塔
を
含

む
歴
代
住
職
の
墓
塔
群
に
つ
い
て
は
、
後
者
に
よ
り
詳
細
な
報
告

が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
回
の
調
査
対
象
と
し
な
か
っ
た
。 

 

ま
た
先
行
調
査
と
し
て
、
千
葉
県
に
よ
る
一
九
九
二
年
の
調
査

（
4
）
が
あ
り
、
一
覧
表
の
備
考
欄
に
そ
の
情
報
を
付
し
た
。 

 

 

佐
倉
市
直
弥
の
宝
金
剛
寺
石
造
物
調
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い
て 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

蕨 
 

 

由 
 

美 

http://sawarabi.a.la9.jp/


一 

江
戸
時
代
の
石
造
物 

 
１ 

概
要 

 
江
戸
時
代
の
石
造
物
は
十
二
基
で
、
前
期
に
念
仏
塔
一
基
と
六

地
蔵
塔
六
基
、
後
期
に
普
門
品
読
誦
塔
一
基
と
秩
父
巡
拝
供
養
塔

二
基
、
出
羽
三
山
な
ど
の
巡
拝
供
養
と
墓
碑
を
兼
ね
た
石
塔
二
基

の
建
立
が
あ
り
、
中
期
を
欠
く
。 

 

現
在
、
六
地
蔵
は
墓
地
入
り
口
、
そ
の
他
は
、
明
治
期
の
石
塔

三
基
と
と
も
に
、
平
成
の
堂
宇
建
設
に
伴
っ
て
移
動
さ
れ
、
本
堂

左
側
に
基
壇
を
設
け
て
一
列
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
（
5
） 

 

２ 

結
衆
す
る
村
人
た
ち
＝
寛
文
十
二
年
銘
の
念
仏
塔 

総
高
二
二
四
㎝
の
安
山
岩
製
の
笠
付
角
柱
型
の
石
塔
（
一
覧
表

№
1
以
下
同
様
）
で
、
塔
身
の
高
さ
は
一
二
四
㎝
。
二
段
の
台
石

に
載
り
、
上
段
の
台
石
に
は
反
花
が
施
さ
れ
て
い
る
。 

塔
身
正
面
に
は
、
「
ア
ー
ン
ク
」
「
ア
」
「
キ
ャ
・
カ
・
ラ
・

バ
・
ア
」
の
梵
字
、
そ
の
下
に
蓮
座
、
「
結
衆
敬
白
」
の
銘
が
薬

研
彫
り
で
刻
ま
れ
、
さ
ら
に
右
に
「
和
田
村
寳
金
剛
寺
念
佛
結
衆

百
余
人
」
が
「
大
菩
提
」
を
願
い
「
逆
修
」
（
生
前
供
養
）
を
受

け
て
建
立
し
た
こ
と
、
左
に
は
「
寛
文
拾
二 

壬
子 

暦
二
月
吉
日
」

（
一
六
七
二
）
の
年
銘
、
そ
し
て
導
師
は
「
亮
賢
法
印
」
が
務
め
、

本
願
は
「
相
月
嚴
誉
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

左

側
面
に
は
「
ア
ー
」
、
右
側
面
に
は
「
ア
ク
」
の
梵
字
の
下
に
、

そ
れ
ぞ
れ
約
十
一
行
十
八
段
に
わ
た
っ
て
人
名
が
細
か
く
刻
ま
れ

て
い
る
。
裏
面
に
は
、
「
ア
ン
」
「
バ
ン
・
ハ
ラ
・
ド
ボ
ウ
」
の

梵
字
が
あ
る
。 

四
面
の
梵
字
の
構
成
と
意
味
は
、
正
面
の
胎
蔵
界
大
日
如
来
種

子
「
ア
ー
ン
ク
」
、
そ
の
下
の
「
ア
」
と
左
右
裏
各
面
上
部
の
「
ア

ー
・
ア
ン
・
ア
ク
」
の
四
種
字
は
胎
蔵
界
の
四
仏
を
あ
ら
わ
す
。

正
面
「
キ
ャ
・
カ
・
ラ
・
バ
・
ア
」
は
五
大
の
発
心
門
、
裏
面
の

「
バ
ン
・
ハ
ラ
・
ド
ボ
ウ
」
は
塔
婆
の
裏
に
書
か
れ
る
梵
字
で
、

バ
ン
は
金
剛
界
大
日
如
来
で
あ
り
、
ア
ー
ン
ク
を
合
わ
せ
て
金
胎

両
部
不
二
の
思
想
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
ハ
ラ
は
随
求
菩
薩
（
観

音
系
）
、
ド
ボ
ウ
は
滅
悪
菩
薩
（
地
蔵
系
）
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
。 

左
右
側
面
の
人
名
に
つ
い
て
は
、
拓
本
を
採
っ
て
も
判
読
は
極

め
て
困
難
で
、
最
終
的
に
早
川
会
長
の
助
力
を
得
て
人
数
と
半
数

ほ
ど
の
名
前
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
人
名
総
数
は
三
九
五

人
。
「
道
」
や
「
妙
」
な
ど
に
一
字
を
加
え
た
戒
名
と
、
「
・
エ

門
」
「
お
・
・
」
「
・
・
母
」
な
ど
俗
名
が
、
男
女
の
差
な
く
交

じ
り
合
い
、
額
縁
の
枠
外
に
ま
で
彫
ら
れ
て
い
る
。
戒
名
に
つ
い

て
は
、
正
面
に
記
さ
れ
た
「
念
佛
結
衆
百
余
人
」
の
人
数
か
ら
推

測
す
る
と
、
そ
の
多
く
は
故
人
の
被
供
養
者
名
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
正
面
主
文
の
「
和
田
村
」
の
ほ
か
「
八
木
村
」
や
「
天
部

（
天
辺
）
村
」
な
ど
近
隣
の
村
名
も
み
ら
れ
る
。
な
お
、
和
田
村

の
村
名
は
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
六
月
ま
で
で
、
同
年
秋
か

ら
は
「
直
弥
」
に
改
め
ら
れ
た
と
い
う
。
（
6
） 

寛
文
十
二
年
銘
の
こ
の
石
塔
は
、
宝
金
剛
寺
境
内
で
は
、
墓
石



を
除
き
最
古
で
あ
る
。
佐
倉
市
内
で
同
時
期
の
念
仏
塔
と
し
て
は
、

大
蛇
町
明
神
社
前
に
大
日
如
来
浮
彫
像
塔
が
あ
る
が
、
宝
金
剛
寺

の
念
仏
塔
は
、
優
れ
た
梵
字
の
配
置
や
彫
り
、
人
名
を
含
む
銘
文

の
情
報
な
ど
か
ら
、
千
葉
県
内
に
お
け
る
江
戸
前
期
の
貴
重
な
石

塔
と
い
え
よ
う
。 

 

３ 

男
女
念
仏
結
衆
に
よ
る
貞
享
四
年
銘
の
六
地
蔵
塔 

地
蔵
菩
薩
の
像
を
六
体

並
べ
て
祀
っ
た
六
地
蔵
像

は
、
仏
教
の
六
道
輪
廻
の

思
想
に
基
づ
き
、
六
道
の

そ
れ
ぞ
れ
を
六
種
の
地
蔵

が
救
う
と
す
る
説
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
で
、
墓
地
の

入
口
や
参
道
入
り
口
に
祀

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

宝
金
剛
寺
墓
地
入
り
口

の
六
地
蔵
塔
（
№
2
）
は
、

合
掌
の
ほ
か
幢
・
香
炉
・

数
珠
・
宝
珠
・
錫
杖
と
宝

珠
を
持
つ
舟
形
向
背
型
の

地
蔵
立
像
六
体
で
、
い
ず

れ
も
貞
享
四
年
（
一
六
八

七
）
の
年
銘
と
「
男
女
敬
白
」
の
銘
、
「
済
度
」
に
続
い
て
右
か

ら
「
天
道
」
・
「
人
道
」
・
「
修
羅
道
」
・
「
畜
生
道
」
・
「
餓

鬼
道
」
・
「
地
獄
道
」
の
銘
が
入
っ
て
い
る
。 

台
座
に
は
、
「
男
女
念
仏
」
や
「
八
木
村
」
「
米
戸
村
」
「
直

弥
村
」
「
□
風
村
」
な
ど
の
村
名
に
続
き
、
「
石
田
」
「
椎
名
」

な
ど
の
名
字
や
「
法
印
□
」
な
ど
名
前
が
彫
ら
れ
て
あ
り
、
近
隣

の
念
仏
結
衆
に
よ
る
建
立
と
推
察
さ
れ
る
。 

 

４ 

普
門
品
を
十
万
遍
唱
え
た
供
養
塔 

総
高
一
四
五
㎝
、
塔
身
の
高
さ
九
二
㎝
の
山
伏
角
柱
型
の
石
塔

（
№
3
）
で
、
塔
身
正
面
に
梵
字
「
ア
」
と
そ
の
下
に
「
普
門
品

洛
叉
供
養
塔
」
、
台
石
上
段
正
面
に
大
き
く
「
讀
經
講
中
」
の
銘

が
記
さ
れ
て
い
る
。 

普
門
品
（
ふ
も
ん
ぼ
ん
）
と
は
、
観
世
音
菩
薩
の
衆
生
救
済
を

説
く
「
法
華
経
第
二
十
五
章 

観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
の
こ
と
、「
洛

叉
」
は
イ
ン
ド
の
命
数
法
の
一
〇
万
の
単
位
の
こ
と
で
、
普
門
品

を
十
万
遍
読
誦
し
た
供
養
塔
で
あ
る
。 

塔
身
右
面
に
は
梵
字
「
ア
ク
」
と
釈
迦
如
来
真
言
「
ノ
ウ
マ
ク
・

サ
マ
ン
ダ
・
ボ
ダ
ナ
ン
・
バ
ク
」
、
左
面
に
は
「
ア
ー
」
と
聖
観

音
真
言
「
オ
ン
・
ア
ロ
リ
キ
ャ
・
ソ
ワ
カ 

」
、
裏
面
に
「
ア
ン
」

と
「
バ
ン
・
ハ
ラ
・
ド
ボ
ウ
」
の
梵
字
と
「
文
化
元
甲
子
天
（
一

八
〇
四
）
四
月
吉
日
」
「
導
師
皓
月
山
法
印
盛
傳
」
の
銘
が
あ
り
、

四
面
の
一
番
上
の
梵
字
「
ア
・
ア
ク
・
ア
ー
・
ア
ン
」
は
胎
蔵
界

四
仏
を
あ
ら
わ
す
。 

台
石
下
段
の
正
面
に
は
、
講
の
中
心
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る

「
直
弥
村 

秋
本
平
右
エ
門
／
馬
渡
村 

内
田
甚
右
エ
門
／
六
崎

村 

峯
道
院
／
本
町 

宝
幢
院
／
上
代
村 

斎
藤
勝
右
エ
門
／
天

部
村 

檜
貝
吉
兵
衛
／
米
戸
村 

内
田
市
右
エ
門
」
の
五
か
村
各

代
表
者
と
二
か
村
の
寺
院
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
台
石
上

段
の
左
・
右
・
裏
面
に
は
、
二
十
二
村
六
十
五
人
の
名
が
連
記
さ

れ
、
そ
の
内
、
戒
名
（
道
号
）
は
四
人
、
ま
た
女
性
は
三
人
（
う



ち
二
名
は
「
・
・
母
」
の
表
記
）
で
あ
る
。 

 
５ 

旅
に
出
る
女
性
た
ち
＝
天
保
と
弘
化
の
秩
父
巡
拝
塔 

秩
父
巡
拝
塔
が
五
基
あ
り
、
う
ち
二
基
は
江
戸
時
代
の
角
柱
型

で
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
と
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
の
銘

が
あ
る
。 

天
保
の
塔
（
№
4
）
は
、
正
面
に
大
き
く
「
観
世
音
菩
薩
」
、

左
側
面
に
は
、
「
秩
父
同
行
三
十
二
輩
」
、
そ
の
下
に
「
直
弥
村

願
主 

利
右
エ
門
妻
」
と
、
同
村
他
、
寒
風
村
・
天
邊
村
・
宮
本

村
・
米
戸
村
・
上
別
所
村
の
六
か
村
、
計
三
十
一
人
の
同
行
者
数

が
記
さ
れ
て
い
る
。
各
人
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
代
表

者
名
が
女
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
行
者
も
女
性
と
推
定
さ
れ
る
。 

弘
化
の
塔
（
№
7
）
に
は
、
正
面
に
梵
字
「
キ
リ
ー
ク
」
と
「
秩

父
三
十
四
番
供
養
塔
」
、
三
面
の
下
部
に
は
「
下
勝
田
村
重
右
エ

門
隠
居
」
の
ほ
か
「
八
木
村
嘉
左
エ
門 

母
」
「
米
戸
村 

市
右
エ

門 

母
／
源
右
エ
門 

母
／
直
弥
村 

新
七 

母
」
な
ど
七
か
村
計
十

六
人
の
「
母
」
た
ち
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。 

和
田
地
区
で
は
文
化
十
二
年
の
直
弥
新
田
を
は
じ
め
、
江
戸
後

期
か
ら
建
て
ら
れ
る
出
羽
三
山
供
養
塔
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
各

家
の
主
な
男
性
が
、
一
生
に
一
回
は
湯
殿
山
な
ど
出
羽
三
山
登
拝

を
果
た
す
「
奥
州
参
り
」
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

そ
し
て
、
村
の
女
性
た
ち
も
ま
た
、
男
性
の
出
羽
三
山
登
拝
に

対
応
す
る
よ
う
に
、
秩
父
三
十
四
観
音
霊
場
巡
礼
を
行
う
よ
う
に

な
る
。
（
7
） 

宝
金
剛
寺
に
残
さ
れ
た
こ
れ
ら
巡
拝
塔
は
、
子
供
た
ち
を
育
て

上
げ
、
次
世
代
に
家
を
継
が
せ
た
女
性
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
巡
礼
旅

に
出
る
た
く
ま
し
い
姿
を
物
語
っ
て
い
る
。 

 

６ 

巡
拝
供
養
と
墓
碑
を
兼
ね
た
幕
末
の
石
塔
二
基 

出
羽
三
山
や
百
観
音
な
ど
の
霊
場
巡
拝
が
信
心
業
と
し
て
盛
ん

に
な
っ
た
江
戸
後
期
、
両
親
の
菩
提
と
と
も
に
、
霊
場
名
を
記
載

し
そ
の
供
養
を
兼
ね
た
大
型
の
墓
塔
が
、
二
基
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

「
寒
風
村 

石
田
氏 

富
五
郎
」
が
建
立
し
た
石
塔
（
№
5
）
は
、

総
高
一
八
二
㎝
。
天
保
三
年
に
亡
く
な
っ
た
母
と
天
保
九
年
に
九

十
才
で
亡
く
な
っ
た
父
を
供
養
す
る
戒
名
と
合
わ
せ
て
、
右
面
に
、

出
羽
三
山
と
四
国
霊
場
・
西
国
・
秩
父
・
坂
東
の
百
観
音
を
富
五

郎
が
行
者
と
し
て
巡
礼
し
て
奉
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
寒
風
村 

椎
名
氏
繁
右
衛
門
」
が
建
立
し
た
石
塔
（
№
6
）
は
、

弘
化
二
年
没
の
父
と
天
保
三
年
没
の
母
を
供
養
す
る
戒
名
と
と
も

に
、
「
湯
殿
山 

月
山 

羽
黒
山
」
の
銘
が
右
側
面
に
刻
ま
れ
て
い

る
。 両

石
塔
と
も
に
、
幕
末
ご
ろ
に
、
家
の
墓
と
し
て
建
立
さ
れ
た

墓
塔
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

 二 

近
代
（
明
治
期
）
の
石
造
物 

１ 

概
要 

近
代
の
石
造
物
は
四
基
あ
り
、
う
ち
一
基
は
講
中
一
千
余
名
に

よ
っ
て
明
治
十
二
年
に
建
立
さ
れ
た
「
念
仏
供
養
塔
」
で
、
三
基

は
明
治
十
三
～
三
十
一
年
に
、
女
性
た
ち
が
秩
父
三
十
四
番
な
ど

の
霊
場
を
巡
拝
し
た
証
の
供
養
塔
で
あ
る
。 

そ
の
後
の
大
正
か
ら
昭
和
前
半
期
の
石
造
物
は
な
い
。 

 

２ 

「
講
中
一
千
餘
輩
」
建
立
の
念
仏
供
養
塔 



総
高
二
七
〇
㎝
、
二
段
の
基
壇
と
三
段
の
台
石
上
に
、
高
さ
一

四
四
㎝
の
角
柱
型
の
塔
身
を
置
く
境
内
最
大
の
石
塔
（
№
8
）
で

あ
る
。 

裏
面
の
銘
文
で
、
願
主
は
「
當
村
（
直
弥
村
）
岩
井
庄
兵
衛
父 

岩
井
庄
作
」
、
宝
金
剛
寺
の
三
十
三
世
盛
範
を
導
師
と
し
て
、
「
明

治
十
二
己
卯
（
一
八
七
八
）
四
月
廿
四
日
」
に
、
明
治
九
年
夏
半

ば
か
ら
毎
月
二
十
四
日
に
行
っ
て
い
た
念
仏
講
で
近
隣
の
同
志
を

誘
い
約
一
千
余
人
で
こ
の
碑
を
建
て
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

正
面
に
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
種
字
「
キ
リ
ー
ク
」
と
そ
の
真
言
、

右
面
に
勢
至
菩
薩
の
種
字
「
サ
ク
」
と
四
行
の
偈
頌
（
仏
の
功
徳

を
ほ
め
た
た
え
る
詩
）
、
左
面
に
観
世
音
菩
薩
の
種
字
「
サ
」
と

偈
頌
、
裏
面
に
「
バ
ン
・
ハ
ラ
・
ド
ボ
ウ
」
の
梵
字
が
彫
ら
れ
、

阿
弥
陀
三
尊
の
利
益
を
祈
願
し
て
い
る
。 

こ
の
石
塔
で
驚
く
べ
き
は
、
台
石
三
段
に
刻
ま
れ
た
約
一
千
余

人
の
氏
名
と
町
村
名
で
あ
る
。
一
部
判
読
し
が
た
い
部
分
も
あ
っ

た
が
、
全
銘
文
の
翻
刻
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
六
十
六
の
町
村
名
が

あ
り
、
総
人
数
は
一
〇
四
六
人
で
あ
っ
た
。 

 

町
村
名
は
佐
倉
市
東
部
の
ほ
か
、
酒
々
井
町
・
八
街
市
・
四
街

道
市
に
も
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
四
十
人
以
上
の
村
は
城
村
・

當
（
直
弥
）
村
・
文
違
村
、
三
十
人
以
上
の
村
は
中
沢
村
・
鏑
木

村
・
土
浮
村
・
米
戸
村
・
勝
田
村
で
、
石
工
は
酒
々
井
町
上
岩
橋

の
小
坂
光
造
で
あ
る
。 

宝
金
剛
寺
に
は
、
明
治
九
年
の
念
仏
講
中
の
「
月
次
念
仏
仲
間

過
去
帳
」
他
一
冊
と
、
多
量
の
位
牌
札
が
詰
ま
っ
た
「
位
牌
箱
」

が
残
さ
れ
て
い
て
、
京
極
師
に
よ
れ
ば
、
そ
の
位
牌
札
数
は
総
数

七
八
八
枚
（
う
ち
和
田
地
区
枚
数
一
七
五
）
、
町
村
数
六
三
、
人

名
数
七
八
三
で
、
こ
の
石
塔
の
約
一
千
余
人
の
名
前
と
そ
の
地
域

と
の
関
連
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

ま
た
、
和
田
地
区
で
は
平
成
二
十
六
年
ま
で
、
六
座
念
仏
の
「
直

弥
念
仏
」
が
直
弥
と
天
辺
の
檀
家
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の

念
仏
は
月
二
回
の
う
ち
の
一
回
を
宝
金
剛
寺
で
、
一
回
は
各
地
区

の
お
堂
や
寺
で
毎
月
八
日
に
行
わ
れ
、
以
前
は
、
下
勝
田
・
上
別

所
・
八
木
・
寒
風
・
宮
本
の
檀
家
も
一
緒
に
加
わ
っ
て
い
た
と
い

う
。
（
8
） 

 

３ 

盛
ん
に
な
る
女
性
た
ち
の
秩
父
巡
礼
と
そ
の
石
塔 

秩
父
霊
場
巡
拝
塔
は
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
銘
塔
（
№

9
）
と
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
銘
塔
（
№
10
）
に
二
つ
は

共
に
角
柱
型
で
、
後
者
は
秩
父
霊
場
に
加
え
て
「
善
光
寺
如
来
」

（
阿
弥
陀
如
来
）
も
参
拝
供
養
し
て
い
る
。 

台
石
に
は
と
も
に
「
・
・
エ
門 

母
」
「
・
兵
エ 

妻
」
の
表
記

で
女
性
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
村
名
に
つ
い
て
は
、
十
三
年
塔
が



「
天
邊
村 

尾
上
村 

墨
村 

馬
橋
村 

柏
木
村 

寒
風
村 

直
彌
村
」

の
十
三
人
、
十
八
年
塔
が
「
宮
本
村 

米
戸
村 

下
勝
田
村 

長
熊
村 

酒
々
井
町
」
の
女
性
十
四
人
と
先
達
他
男
性
三
名
で
、
村
名
は
重

複
し
な
い
。 

さ
ら
に
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
は
、
優
美
な
自
然
石

を
用
い
た
秩
父
巡
拝
塔
（
№
11
）
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
正
面
に
は

「
秩
父
三
十
四
番
観
世
音
菩
薩
」
、
そ
の
下
に
「
和
田
村
大
字
八

木
區
／
先
達 

岡
本
市
郎
兵
エ
／
同 

す
い
」
か
ら
「
根
郷
村
大

字
太
田
區
／
齋
藤
な
み
」
ま
で
五
地
区
十
一
人
（
う
ち
男
性
は
先

達
の
一
人
）
の
村
名
と
人
名
が
連
記
さ
れ
て
い
る
。 

村
名
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
の
町
村
制

施
行
に
伴
い
、
直
弥
・
天
辺
・
寒
風
・
米
戸
・
宮
本
な
ど
の
十
五

村
は
「
和
田
村
」
に
、
太
田
村
な
ど
は
「
根
郷
村
」
に
合
併
、
昭

和
二
十
九
年
に
は
、
両
村
と
も
佐
倉
市
と
合
併
し
佐
倉
市
の
大
字

と
な
っ
て
い
る
。 

人
名
の
表
記
は
、
そ
れ
ま
で
「
・
・
妻
」
「
・
・
母
」
で
あ
っ

た
女
性
の
名
も
氏
名
で
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
9
） 

佐
倉
市
と
そ
の
周
辺
地
域
の
女
人
講
は
、
近
世
の
十
九
夜
講
か

ら
近
代
で
は
子
安
講
へ
、
そ
し
て
昭
和
期
に
は
秩
父
講
へ
と
変
遷

し
て
い
く
。 

子
安
講
を
卒
業
し
た
中
年
主
婦
の
講
で
あ
る
秩
父
講
は
、
特
に

昭
和
三
十
年
代
以
降
交
通
の
便
も
よ
く
な
っ
て
、
地
域
の
女
性
た

ち
の
親
睦
と
観
光
を
兼
ね
た
巡
礼
旅
行
と
し
て
盛
ん
に
な
り
、
現

代
も
そ
の
記
念
碑
と
し
て
の
石
碑
建
立
が
多
く
み
ら
れ
る
。 

宝
金
剛
寺
の
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
の
秩
父
巡
拝
塔
五
基
は
そ

の
先
駆
け
で
あ
り
、
ま
だ
交
通
も
不
便
だ
っ
た
こ
ろ
、
広
い
地
域

か
ら
篤
い
信
仰
心
で
結
ば
れ
た
限
ら
れ
た
同
志
で
の
旅
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。 

そ
し
て
こ
の
明
治
三
十
一
年
塔
が
建
て
ら
れ
た
以
降
、
秩
父
巡

拝
塔
は
、
宮
本
・
天
辺
・
米
戸
・
太
田
・
八
木
・
直
弥
新
田
な
ど

の
地
域
ご
と
に
建
立
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
（
4
） 

  

三 

現
代
の
石
造
物 

１ 

概
要 

今
回
の
調
査
で
は
大
正
期
か
ら
昭
和
期
後
葉
ま
で
、
調
査
対
象

と
す
る
石
造
物
は
な
か
っ
た
。 

昭
和
期
後
葉
で
は
地
蔵
像
塔
と
「
慰
霊
碑
」
。
そ
の
他
は
、
平

成
期
の
石
造
物
で
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
本
堂
再
建
に
伴

っ
て
奉
納
さ
れ
た
石
造
物
四
組
と
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）



北
条
氏
勝
四
百
年
遠
忌
の
記
念
に
整
備
さ
れ
た
北
条
氏
勝
供
養
塔

と
記
念
碑
で
あ
る
。 

 
２ 
高
速
道
路
で
殉
職
し
た
従
業
員
慰
霊
の
地
蔵
像
塔 

本
堂
左
奥
の
石
塔
群
の
右
端
に
あ
る
白
御
影
石
の
地
蔵
像
塔 

（
№
12
）
は
、
脇
の
角
柱
型
の
「
慰
霊
碑
」
と
セ
ッ
ト
で
、
昭
和

五
十
年
（
一
九
七
五
）
ご
ろ
に
建
立
さ
れ
た
舟
形
向
背
の
延
命
地

蔵
立
像
で
あ
る
。 

宝
金
剛
寺
の
脇
を
通
る
東
関
東
自
動
車
道
は
、
昭
和
四
十
六
年

に
新
空
港
自
動
車
道
と
し
て
一
部
開
通
し
た
高
速
道
路
で
あ
る
。

東
関
東
自
動
車
道
の
管
理
業
者
で
あ
っ
た
株
式
会
社
京
葉
環
境
整

備
が
、
こ
の
道
路
で
作
業
中
に
殉
職
し
た
物
故
従
業
員
の
慰
霊
の

た
め
、
本
地
蔵
像
を
建
立
し
た
と
の
こ
と
で
、
昭
和
期
後
葉
の
開

発
最
中
の
時
代
を
あ
ら
わ
す
慰
霊
塔
で
あ
る
。 

 

３ 

本
堂
再
建
に
伴
っ
て
奉
納
さ
れ
た
石
造
物 

平
成
二
十
年
に
、
本
堂
と
庫
裏
が
再
建
さ
れ
、
境
内
が
整
備
さ

れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
参
道
入
り
口
の
六
地
蔵
塔
、
寺
院
名
標
柱
、

灯
篭
一
対
、
賽
銭
箱
が
新
た
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。 

六
地
蔵
塔
（
№
13
）
は
、
総
高
一
二
一
㎝
（
塔
身
七
五
㎝
）
の

丸
彫
り
像
六
体
で
、
檀
家
十
一
名
の
奉
納
。
台
石
に
は
、
右
か
ら

金
剛
願
地
蔵
・
金
剛
寶
地
蔵
・
金
剛
悲
地
蔵
・
金
剛
幢
地
蔵
・
放

光
王
地
蔵
・
預
天
賀
地
蔵
の
銘
札
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
し

い
六
地
蔵
設
置
以
前
は
、
天
明
年
間
と
推
定
さ
れ
る
古
い
時
代
の

首
の
な
い
六
地
蔵
が
並
ん
で
い
た
。 

 

標
柱
（
№
14
）
は
総
高
二
四
一
㎝
。
「
佐
倉
市
長
蕨
和
雄
書
」

の
「
皓
月
山
静
覚
院
寳
金
剛
寺
」
の
銘
。
そ
の
上
に
三
鱗
の
寺
紋

が
あ
る
。 

本
堂
の
前
を
荘
厳
す
る
一
対
の
石
灯
篭
（
№
15
）
は
、
総
高
三

六
五
㎝
の
堂
々
た
る
春
日
灯
篭
で
、
火
袋
に
鹿
と
三
笠
山
が
浮
き

彫
り
さ
れ
て
い
る
。 

賽
銭
箱
（
№
16
）
は
大
師
堂
に
供
え
ら
れ
た
個
人
の
奉
納
で
あ

る
。 ４ 

北
条
氏
勝
四
百
年
遠
忌
の
記
念
碑
と
供
養
塔 

本
堂
左
手
前
に
「
寳
金
剛
寺
大
壇
主
北
条
氏
勝
公
／(

ア)

静
覚

院
殿
恵
公
居
士 

菩
提
／
没
四
〇
〇
年
御
恩
忌
記
念
／
平
成
二
十

三
年
三
月
吉
日
／
三
十
七
世 

勇
剛
代
」
銘
の
、
高
さ
四
十
八
㎝
平

石
型
の
記
念
碑
（
№
17
）
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

篆
額
の
「
一
顆
明
珠
」
は
、
裏
面
の
銘
に
よ
れ
ば
、
「
鎌
倉
市 

陽
谷
山 

龍
實
寺
」
の
「
梅
田
良
光
」
師
の
揮
毫
。
曹
洞
宗
の
龍
實

寺
は
、
玉
縄
城
主
四
代
の
北
条
氏
勝
が
先
代
供
養
に
天
正
三
年
（
一

五
七
五
）
に
建
立
し
た
由
緒
あ
る
寺
院
で
、
「
一
顆
明
珠
」
は
一

個
の
光
る
玉
の
よ
う
な
真
理
を
道
元
禅
師
が
「
尽
十
方
世
界
是
一

顆
明
珠
」
と
『
正
法
眼
蔵
』
で
著
し
た
言
葉
で
あ
る
。 

さ
ら
に
裏
面
に
は
、
「
墓
石
復
元
協
力 

外
山
信
司
」
ほ
か
、
玉

縄
桜
植
樹
の
団
体
名
や
境
内
整
備
協
力
者
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

こ
の
「
墓
石
復
元
」
と
は
本
堂
裏
側
墓
地
の
奥
に
復
元
再
建
さ

れ
た
新
し
い
北
条
氏
勝
供
養
塔
（
№
18
）
の
こ
と
で
あ
る
。 

墓
地
に
は
、
北
条
氏
勝
の
墓
石
の
一
部
と
伝
承
さ
れ
る
銚
子
砂

岩
製
五
輪
塔
の
水
輪
が
あ
る
が
、
氏
勝
四
百
年
遠
忌
に
際
し
、
総

高
一
七
九
㎝
の
御
影
石
の
五
輪
塔
が
新
た
に
建
立
さ
れ
た
。
「
キ

ャ
・
カ
・
ラ
・
バ
・
ア
」
の
梵
字
と
、
「
岩
富
城
主
北
条
氏
勝
公

／
静
覚
院
殿
恵
公
居
士
／
平
成
二
十
三
年
三
月
吉
日
／
三
十
七
世 

勇
剛
代
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 



こ
の
供
養
塔
復
元
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
の
は
、
成
田
市
大
慈
恩

寺
の
第
六
十
代
住
職
逆
修
の
五
輪
塔
で
、
総
高
二
三
五
㎝
と
大
形

で
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
銘
が
あ
る
。
本
供
養
塔
は
大
慈
恩
寺

の
塔
を
七
〇
％
に
縮
小
し
相
似
形
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。 

 

 

四 

そ
の
他
の
石
造
物 

 

１ 

六
崎
組
十
善
講
の
大
師
像 

 

平
成
二
十
年
に
新
し
く
再
建
さ
れ
た
大
師
堂
内
に
、
丸
彫
り
の

弘
法
大
師
石
像
（
№
19
）
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
師
堂
は
、

佐
倉
市
・
四
街
道
市
・
酒
々
井
町
に
ま
た
が
る
「
六
崎
組
十
善
講
」

の
第
八
番
の
札
所
で
、
現
在
も
巡
拝
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

六
崎
八
十
八
か
所
霊
場
は
、
文
政
年
間
に
六
崎
の
鏡
寳
寺
住
職

に
よ
り
四
国
八
十
八
か
所
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
と
し
て
設
置
さ
れ
、

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
同
寺
萩
田
師
に
よ
り
組
織
化
さ

れ
た
（
10
） 

 

こ
の
大
師
像
は
、
右
手
で
五
鈷
杵
を
左
手
で
数
珠
を
執
る
定
型

的
な
姿
で
、
像
の
下
に
水
瓶
と
木
履
が
浮
き
彫
り
さ
れ
、
総
高
七

〇
㎝
と
高
さ
が
あ
り
、
他
と
比
べ
て
立
派
で
あ
る
が
、
年
銘
は
な

い
。 

 

六
崎
十
善
講
成
立
時
の
「
文
政
十
二
年
」
銘
を
有
す
る
大
師
像

は
吉
見
の
万
福
寺
境
内
裏
の
札
所
に
三
体
あ
る
が
、
宝
金
剛
寺
の

像
と
は
異
な
る
像
容
で
あ
る
。
ま
た
、
飯
重
の
成
福
院
の
札
所
の

大
師
像
と
類
似
し
て
い
る
が
、
こ
の
像
の
年
銘
の
確
認
や
詳
細
な

像
容
の
観
察
も
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
宝
金
剛
寺
の
像
の
造
像

年
は
不
明
で
あ
る
。 

 

２ 

他
寺
院
か
ら
移
入
さ
れ
た
手
洗
石 

 
墓
地
入
り
口
の
「
明
治
十
四
年
」
（
一
八
八
一
）
銘
の
手
洗
石

（
№
20
）
は
、
平
成
二
十
年
に
八
木
区
東
福
院
境
内
よ
り
移
転
さ

れ
た
も
の
で
、
「
圓
城
寺
治
郎
左
衛
門
」
の
奉
納
者
名
が
記
さ
れ

て
い
る
。 

現
在
、
水
栓
も
整
備
さ
れ
清
潔
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。 



お
わ
り
に 

 
今
回
の
調
査
で
は
寛
文
十
二
年
銘
と
明
治
十
二
年
銘
の
二
基
の

念
仏
塔
の
記
録
に
大
変
苦
労
し
た
が
、
前
者
は
約
四
百
人
、
後
者

に
は
千
余
人
の
結
縁
者
名
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
真
言
や
、
偈
、
願

文
、
造
立
の
趣
旨
な
ど
の
銘
文
も
明
ら
か
に
な
り
、
江
戸
初
期
と

明
治
時
代
を
代
表
す
る
優
れ
た
念
仏
文
字
塔
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。 

 

貞
享
四
年
銘
の
六
地
蔵
も
像
容
が
し
っ
か
り
し
た
江
戸
前
期
の

貴
重
な
石
塔
群
で
あ
る
。
六
地
蔵
は
、
江
戸
時
代
か
ら
数
多
く
建

立
さ
れ
た
が
、
完
形
で
残
さ
れ
て
い
る
の
は
ま
れ
で
、
本
寺
の
六

地
蔵
は
佐
倉
市
近
辺
で
も
最
古
級
で
あ
る
。
（
4
） 

 

ま
た
、
江
戸
後
期
と
明
治
期
に
わ
た
る
五
基
の
秩
父
巡
拝
塔
は
、

現
近
代
に
佐
倉
市
周
辺
で
興
隆
す
る
女
人
講
の
秩
父
巡
拝
活
動
を

先
行
し
て
物
語
る
石
塔
群
で
あ
っ
た
。 

 

現
代
で
は
、
北
条
氏
勝
四
百
年
遠
忌
に
際
し
て
再
建
さ
れ
た
氏

勝
供
養
塔
が
、
学
術
的
な
時
代
考
証
に
よ
り
復
元
さ
れ
た
こ
と
が

意
義
深
い
。 

 

以
上
は
、
宝
金
剛
寺
の
歴
史
を
語
る
と
と
も
に
、
同
寺
を
中
心

に
し
た
広
い
地
域
の
信
心
深
い
人
々
の
宗
教
活
動
を
も
示
し
て
い

る
と
考
え
る
。 
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